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市
道
国
分
善
光
寺
線
が
開
通

　

天
高
く
馬
肥
ゆ
る
好
季
節
を
迎

え
ま
し
た
が
、
味
覚
を
大
い
に
楽

し
み
過
ぎ
、
食
飲
旺
盛
な
人
達
に

は
夏
バ
テ
回
復
を
通
り
過
ぎ
て
、

今
度
は
ダ
イ
エ
ッ
ト
に
と
気
を
配

る
光
景
が
目
に
ち
ら
つ
く
小
生
で

す
。

　

さ
て
、
新
市
発
足
後
初
め
て
の

敬
老
会
が
九
月
十
九
日
敬
老
の
日

に
市
内
旧
町
単
位
の
四
か
所
で
、

婦
人
会
、
女
性
会
の
皆
様
方
の
お

世
話
を
頂
き
開
催
さ
れ
、
健
康
で

長
寿
を
ま
っ
と
う
す
る
こ
と
の

喜
び
を
市
民
の
皆
さ
ま
で
祝
福
い

た
し
ま
し
た
。
現
在
六
十
五
才
以

上
の
方
は
市
全
体
で
約
一
万
四
千

人
、
高
齢
化
率
は
二
十
五
・
五
％

に
な
っ
て
お
り
ま
す
。

　

今
後
、
少
子
高
齢
化
は
益
々
進

み
、
人
口
動
向
予
想
で
淡
路
島
全

体
の
人
口
が
四
十
五
年
後
、
現
在

よ
り
五
万
五
千
人
減
に
な
る
と
予

想
さ
れ
て
い
ま
す
。
少
子
化
対
策

は
実
践
あ
る
の
み
と
考
え
、
本
年

度
予
算
の
中
で
新
た
に
保
育
所
・

幼
稚
園
の
同
時
入
所
時
の
一
人
分

の
保
育
料
を
無
料
化
、
三
歳
児
ま

で
の
通
院
費
と
入
院
費
の
無
料

化
、
更
に
三
歳
児
か
ら
就
学
前
ま

で
の
子
ど
も
の
一
回
当
た
り
の
医

療
費
を
七
百
円
か
ら
五
百
円
へ
引

き
下
げ
て
お
り
ま
す
。

　

学
童
保
育
（
小
学
三
年
生
ま
で

の
保
育
事
業
）
も
ま
ず
は
旧
町
単

位
で
一
箇
所
実
施
す
る
よ
う
進
め

て
お
り
ま
す
。

　

高
齢
者
対
策
と
し
て
、
元
気
で

長
生
き
し
て
い
た
だ
く
よ
う
、
単

位
老
人
会
へ
は
県
の
支
援
基
準
で

あ
る
一
ク
ラ
ブ
十
二
万
円
に
引
き

上
げ
、
老
人
会
活
動
を
活
発
に
し

て
い
た
だ
け
る
よ
う
配
慮
い
た
し

ま
し
た
。

　

現
在
、
市
の
介
護
保
険
、
国
民

健
康
保
険
、老
人
保
健
の
合
計
は
、

百
五
十
四
億
円
と
な
り
、
市
予
算

の
総
額
五
百
四
十
六
億
円
の
約
三

割
を
占
め
て
お
り
ま
す
。

　

市
民
の
皆
さ
ん
が
健
康
で
元
気

に
日
常
生
活
を
送
っ
て
い
た
だ
く

こ
と
は
市
に
と
り
ま
し
て
も
大
事

な
こ
と
は
申
す
ま
で
も
あ
り
ま
せ

ん
。

　

私
の
持
論
は
「
地
域
の
活
力
は

人
」
で
あ
り
ま
す
。
こ
れ
か
ら
の

南
あ
わ
じ
市
の
飛
躍
に
高
齢
者
の

方
々
の
経
験
と
知
恵
、
市
民
の
力

強
い
参
画
を
お
願
い
し
、
敬
老
の

日
を
迎
え
ら
れ
た
方
々
に
、
心
か

ら
の
お
祝
を
申
し
上
げ
ま
す
。

広報 

▲人権研修会を実施

会
社
員
の
妻
な
ど

扶
養
配
偶
者
も
届
出
が
必
要

会
社
員
な
ど
の
扶
養
配
偶
者

で
、
二
十
歳
以
上
六
十
歳
未
満
の

方
（
第
三
号
被
保
険
者
）
は
自
ら

国
民
年
金
の
保
険
料
を
納
め
る
必

こんなとき 被保険者の種別 届出先
配偶者に扶養されるようになっ
たとき 第１号→第３号 配偶者の勤務先

会社を退職して、配偶者の扶養
になったとき 第２号→第3号 配偶者の勤務先

配偶者が会社を退職したとき 第3号→第１号 市町の窓口

収入が増えて扶養からはずれた
とき、または離婚したとき 第3号→第１号 市町の窓口

20歳到達時、既に第２号被保険
者に扶養されている配偶者 未加入→第３号 配偶者の勤務先

要
は
あ
り
ま
せ
ん
が
、
第
三
号
被

保
険
者
と
し
て
の
届
出
が
必
要
で

す
。届

出
が
遅
れ
た
り
、
お
こ
た

っ
た
り
し
ま
す
と
、
将
来
年
金
が

受
け
ら
れ
な
く
な
る
場
合
が
あ
り

ま
す
。
必
ず
届
出
を
行
な
っ
て
く

だ
さ
い
。

届
出
は
配
偶
者
の
勤
務
先
を

経
由
し
て
届
出
し
ま
す
。（
健
康

保
険
の
扶
養
届
と
第
三
号
被
保
険

者
の
届
出
を
同
時
に
行
い
ま
す
）

　

ま
た
、
昭
和
六
十
一
年
四
月
以

降
、
届
出
を
忘
れ
て
い
る
期
間
の

あ
る
方
は
、
さ
か
の
ぼ
っ
て
「
第

三
号
被
保
険
者
期
間
」
と
し
て
認

め
ら
れ
る
「
特
例
届
出
」
が
で
き

る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。

　

詳
し
く
は
、
明
石
社
会
保
険
事

務
所
（
☎
０
７
８
・
９
１
２
・
４
９

１
６
）
へ
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ

い
。

◆こんなときは届出が必要です

市
役
所
全
職
員
を
対
象
に
人
権
研
修
会
を
実
施

　

南
あ
わ
じ
市
で
は
「
人
権
尊
重

の
ま
ち
づ
く
り
」
を
掲
げ
、
人
格

を
認
め
合
い
共
に
生
き
る
ま
ち
づ

く
り
を
推
進
し
よ
う
と
、
全
職
員

を
対
象
に
「
人
権
研
修
会
」
を
行

い
ま
し
た
。

　

講
演
で
は
、
部
落
開
放
同
盟
南

あ
わ
じ
市
連
絡
協
議
会
の
事
務
局

長
か
ら
体
験
談
が
話
さ
れ
、
続
い

て
淡
路
教
育
事
務
所
の
人
権
教
育

推
進
員
か
ら
障
害
者
や
高
齢
者
へ

の
人
権
問
題
解
決
へ
の
提
言
が
行

わ
れ
ま
し
た
。

市道国分善光寺線
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国
道    

号
線

↑
洲
本

福
良
↓

三原川

28

道
路
・
航
路
に
影
響

　
台
風
14
号
の
通
過

姫
田
川
河
口
付
近
）
：
六
日
昼
〜

七
日
朝
▼
自
主
避
難　

南
淡
公
民

館
四
人
、
三
原
公
民
館
二
人
、
丸

山
地
区
公
民
館
十
一
人
、
三
原
志

知
公
民
館
六
人
、
湊
活
性
化
セ
ン

タ
ー
一
人
▼
停
電　

約
千
三
百
軒

▼
累
計
雨
量
（
五
日
〜
七
日
）　

緑
六
五
ミ
リ
、
西
淡
九
二
ミ
リ
、

三
原
一
二
四
ミ
リ
、
南
淡
一
〇
五

ミ
リ
。

　

九
月
四
日
か
ら
七
日
に
か
け
て

九
州
に
接
近
・
縦
断
し
た
台
風
14

号
の
強
風
や
高
潮
で
、
市
内
各
地

で
影
響
が
出
ま
し
た
。

　

主
な
も
の
は
次
の
と
お
り
。

▼
欠
航　

沼
島
汽
船
：
四
日
朝
〜

七
日
昼
▼
通
行
止
め　

大
鳴
門

橋
：
六
日
昼
〜
七
日
早
朝
、
県
道

洲
本
南
淡
線
（
灘
土
生
〜
洲
本
市

中
津
川
）
：
五
日
昼
〜
七
日
夜
、

市
道
阿
万
一
五
〇
号
線
（
丸
田
・

　

市
道
国
分
善
光
寺
線
が
九
月
一

日
、
開
通
し
ま
し
た
。

　

こ
の
道
路
は
平
成
十
年
に
着
工

し
、総
延
長
七
百
八
十
メ
ー
ト
ル
、

歩
道
路
肩
を
含
む
総
幅
員
が
十
一

メ
ー
ト
ル
に
な
り
ま
す
。

　

幹
線
市
道
を
結
ぶ
道
路
の
完
成

に
よ
り
中
学
校
通
学
路
の
安
全
確

保
と
市
民
生
活
、
産
業
振
興
に
大

い
に
役
立
ち
ま
す
。

結
果
を
公
開
中

　

地
域
情
報
化
市
民
ア
ン
ケ
ー
ト

　

市
民
の
情
報
化
の
現
状
と
ニ
ー

ズ
を
把
握
す
る
た
め
に
「
地
域
情

報
化
市
民
ア
ン
ケ
ー
ト
」
を
六
月

に
実
施
し
、
そ
の
結
果
が
南
あ
わ

じ
市
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
（h

ttp
://

w
w
w
.c
ity
.m
in
a
m
ia
w
a
ji.

h
yo
go
.jp
/

）で
公
開
し
て
い
ま
す
。

　

こ
の
結
果
は
南
あ
わ
じ
市
の
地

域
情
報
化
計
画
の
策
定
に
役
立
て

ら
れ
ま
す
。
ご
協
力
い
た
だ
い
た

約
一
千
人
の
皆
さ
ん
、
あ
り
が
と

う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

　

な
お
、
来
月
号
の
広
報
紙
で
は

概
要
を
紹
介
し
ま
す
。

◆
問
い
合
わ
せ

　

情
報
課
☎
43
・
５
０
０
３

平成１８年南あわじ市成人式

◆日時
　平成 18年１月８日（日）13:30 ～

◆会場　文化体育館（北阿万筒井）

◆問い合わせ
　生涯学習文化振興課☎３７－３０２０

 ※詳細が決まり次第広報紙等でお知らせし
ます。

　９月 11日に衆議院議員総選挙が行わ

れ、小選挙区選出議員選挙（兵庫県第９

区）では、西村やすとし氏が当選しまし

た。当市における投票結果は次のとおり。

　当日有権者数　４４，２０５人
　投票者総数　３２，３０３人
　投　票　率　７３．０８％

総務省・兵庫県・南あわじ市

Ｑ　国勢調査ってなに？
Ａ　国勢調査は、日本に住んでいるすべての人を対象とした、国の

最も基本的な統計調査です。国内の人口・世帯などの実態を把握

するためにおこなわれています。国勢調査の「国勢」とは、「国

の情勢」を意味します。

Ｑ　調査の方法は？
Ａ　9月下旬から国勢調査員が、市内全世帯を訪問して調査票を配

布し、10月１日現在の状況を調査票に記入していただきます。

そして、10月上旬に再度各世帯に訪問して調査票を回収します。

必ず鉛筆
3 3

で記入してください！

Ｑ　国勢調査員は、どんな人なの？
Ａ　調査票を配布、回収する国勢調査員は、市長の推薦に基づいて

総務大臣が任命する非常勤の国家公務員です。各自治会より推薦

していただいています。

Ｑ　どんなことを調べるの？
Ａ　男女の別・出生の年月・国籍・就業状態・通勤・通学地などを

世帯員一人一人について調べます。また世帯の種類・世帯員の数・

住居の種類など世帯についても調査します。

Ｑ　調査結果は、どんなことに使われるの？
Ａ　各種行政施策（都市計画や社会福祉、経済政策、防災計画）の

基礎資料としてまた、議会議員の数の決定、地方交付税交付金の

算定基準などに活用されます。

10月１日現在の状況をご記入ください！

※小選挙区選出議員選挙の数値


